様式第４号の２（第22条関係）
	　　　　　　　　　業　務　委　託　契　約　書
	収入印紙
貼　　付


委託者　筑西市長　須藤　茂（以下「甲」という。）と　受託者　※※※※（以下「乙」という。）とは次の条項により契約を締結する。
第１条　甲は、　※※※※（以下「委託業務」という。）を乙に委託し、乙は、これを受託する。

２　乙は甲の指示に従い、設計仕様（要項）に基づいて委託業務を実施しなければならない。

第２条　この契約による委託期間は、※※年※※月※※日から※※年※※月※※日まで（※※日間）とする。

第３条　乙は委託業務が完了した後10日以内に委託業務の成果について甲に報告しなければならない。

２　甲は、前項の報告を受けたときは、その日から起算して10日以内に乙の立会いのうえ、委託業務の結果を確認しなければならない。

第４条　委託業務の委託料は、　￥※※※※円とする。

（内、消費税等￥※※※※円）
２　乙は前条第２項の確認を受けたときは、書面により委託料の支払を請求することができる。

３　甲は委託料の請求を受けたときは、その日から起算して30日以内に委託料を支払わなければならない。
４　甲は乙に対し委託料の支払いを行う場合において、当該委託料が所得税法（昭和40年法律第33号）第204条第１項の規定に該当するときは、当該委託料の額から当該所得税の額を控除した額に相当する額を支払うものとする。

第５条　委託業務の実施に必要な機材等に係る費用は、すべて乙の負担とする。

第６条　乙は書面により甲の承認を受けた場合を除き、第三者に対し委託業務の全部又は一部の実施を委託し、若しくは請負わせ、又はこの契約に基づいて生じる権利義務を譲渡してはならない。

第７条　乙は次の事由が生じたときは直ちに損害を賠償しなければならない。
（1）　乙が委託業務の実施に関し、甲又は第三者に損害を与えたとき。
（2）　次条の定めによりこの契約が解除された場合において、乙が甲に損害を与えたとき。

第８条　甲は乙がこの契約を履行しないときには、いつでもこの契約を解除することができる。

第９条　この契約に定めのない事項については、甲乙協議して定めるものとする。
この契約を証するため、本書２通を作成し、当事者記名押印のうえ各１通を保有する。
※※年※※月※※日
甲　住　　　　所　　茨城県筑西市丙360番地

役 職　氏 名　　筑西市長　須　藤　　　茂　　　印

乙　住　　　　所

商号又は名称

代表者職氏名
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